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F U K U O K A  C I T Y

位
　置

北緯
東経
  33°25’17″～ 33°52’17″
130°02’06″～ 130°29’50″

東京（約900キロ）、 大阪（約500キロ）よりも韓国・釜山

（約200キロ）の方が近いという、この地理的条件から

古来より大陸への玄関口としての役割を担ってきました。

人
　口

1,644,734人

873,324世帯

面
　積

343.39km2
2

男/776,257人           　女/868,477人

  （令和5年12月1日現在推計）

明治22年の市制施行時の面積は5.09

km。100年で約66倍に広がったことに

なります。
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あけましておめでとうございます。皆様には、健やかに新しい年をお迎え

のこととお慶び申し上げます。また、本年１月１日に発生しました能登半島

地震により被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

3年にわたる、新型コロナウイルスのパンデミックの終了が宣言され、

少しずつ日常が戻りつつありますが、感染の恐れがなくなったわけではなく、今後も感染予防に努め

ながら、今までとは違った生活にシフトしていく必要があります。手洗い、うがい、マスク着用などの

一人一人の基本的感染症対策、三密をさけるなど日常生活での基本的生活様式など、自らを感染

から守り、周囲に感染を広げないよう心掛けなければなりません。

管工事業界も、他の業界と同様、慢性的な後継者不足、技術者不足が深刻な問題となっており、

対応に苦慮しているところです。

建設業界では、日常的に長時間労働を強いられ、週休2日を実施できてないのが現状で、若年層

から就職先として敬遠されています。完全週休2日制を実現し、若年層に魅力的な職業であると目に

見える形で示す取り組みが進められています。建設業界の週休2日の義務化は、4月１日から始まります。

この日以降には、時間外労働の上限規制が適用されるようになるので、週休2日が義務化されます。

ライフラインの要である水道については、市民生活の維持に必要不可欠な水を供給することは、

組合の務めであると考えます。組合の地位向上のためにも、組合員一丸となって対応する体制を整え、

地域から信頼される組合を目指さなければなりません。これからも、市民生活に貢献できる組合組織の

強化、また、その役割を果たし続けるための経営の安定化にむけ、取り組んでいきたいと考えております。

業界を取り巻く環境は、依然として厳しく予断を許さない状況にありますが、2024年の辰年は、龍が

天に上るように力強く新しいことに挑戦する年にしたいと思います。消費が喚起され、国内景気が

活発化し、経済の好循環が生まれる明るい年になりますことを祈念し、組合員の皆様方のご健勝、

ご多幸を心からお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

年頭のご挨拶

理事長　藤　　成　德

福 管 協 機 関 誌
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あけましておめでとうございます。新年の始まりにあたり、謹んで

お慶びを申し上げます。また、本年1月1日に発生しました「石川県能登

半島地震」により、被災されました多くの方々に、心からお見舞い申し上げ

ますとともに、1日も早い復旧を願っております。

福岡市管工事協同組合の皆様には、日ごろから、重要なライフラインである上下水道をはじめ、

給排水や空調設備の整備など、豊かで快適な市民生活のために日々ご尽力いただき、深く感謝

申し上げます。

昨年は、長いコロナ禍が明けるとともに、地下鉄七隈線の延伸、世界水泳の開催など、うれしい

ニュースが続き、街にたくさんの笑顔が戻った一年となりました。

福岡市の人口も164万人を超え、人口増加数は全国一位となっています。市税収入も過去最高を更新

し、日本で一番元気な街として成長を続けています。この勢いをさらに加速させ次世代に明るい未来を

残していくため、今年も様々なチャレンジを続けていきます。

都心部では、天神ビックバンや博多コネクティッドにより建て替わったビルに、高付加価値な

ビジネスが集積し、さらに「ＴＥＡＭ ＦＵＫＵＯＫＡ」による国際金融機能誘致も着実に実績を積み上げ

ています。

このほか、「博多旧市街プロジェクト」や身近な自然の魅力を高める「Fukoka East ＆ West Cost」

など、福岡市の魅力を高めるたくさんのプロジェクトが動いています。

また、九州大学箱崎キャンバス跡地で進む「Fukuoka Smart EAST」では、いよいよ、最先端の

技術で社会課題を解決する未来志向のまちづくりが本格的にスタートします。

こうしたプロジェクトを着実に進めていくためにも、街のインフラを支えてくださる管工事協同組合の

皆様のご協力が不可欠ですので、引き続きのお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

昨日より今日、今日より明日が素晴らしいものとなるよう、未来に誇れる街づくりを行っていくことが、

今を生きる私たちの使命です。今年はまさに、まちづくりの長期計画である「マスタープラン」を策定

する年であり、未来を担う子どもたち、若者の皆さんをはじめ、多くの市民の皆様と共に、福岡市の

未来をしっかりと描いていきたいと思います。

「人」、「環境」、「都市活力」がより高い次元で調和したアジアのリーダー都市を目指し、福岡市は

2024年も変化を恐れず、チャレンジを続けてまいります。

最後に、皆様の今年一年のご健勝とご活躍を心から祈念し、新年のあいさつとさせていただきます。

新年のご挨拶

福岡市長　髙　島　宗一郎

福 管 協 機 関 誌
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あけましておめでとうございます。

組合員の皆様方におかれましては、健やかに新年をお迎えのことと、

心よりお慶び申し上げます。また、1月1日に能登地方で発生した地震に

より被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。

日頃から組合員の皆様におかれましては、市政の推進に格別のご理解

とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

昨年は、新型コロナウイルス感染症が落ち着いたことで、国内外からの旅行客が目に見えて

増加し、街に賑わいが戻り、経済に明るい兆しが見えはじめました。

スポーツでも、地元サッカークラブのアビスパ福岡がルヴァンカップ優勝を果たし、クラブ史上初

タイトルを獲得するなど、明るい話題が多い1年でした。

一方で、ロシアのウクライナ侵攻、イスラエル・パレスチナ紛争など、不安定な国際情勢に伴う

原材料や原油価格の高騰など、今後も建設業界への影響が続くことが心配されます。

また、昨年も朝倉市など各地で起きた豪雨による土石流災害に続き、年明け早々に［石川県能登

半島地震」が発生するなど、災害が激甚化・頻発化しているため、組合員の皆様のお力を頂きながら、

老朽化した上下水道施設の更新や耐震化による強靭化を加速させ、災害に強い都市づくりの取り

組みを進めなければならないと思っております。

しかしながら、中小企業や小規模事業者は慢性的な人手不足に苦しんでおられ、特に技能者・

技術者の不足や作業員の高齢化など業界を取り巻く環境は深刻であり、「担い手の確保・育成」が

喫緊の課題と強く認識しています。

このため、週休二日制の導入などの働き方改革をより一層進め、全ての労働者の方が、やりがいと

ともに働く幸せを実感しながら活躍できる、魅力ある環境を整えていかなければなりません。

本年も引き続き、上下水道関連事業の促進並びに地場中小企業の支援対策を推し進めるなど、

経営の安定化が図られるよう、より一層の努力を重ねてまいりたいと考えておりますので、組合員の

皆様方におかれましては、引き続きご支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

結びに、福岡市管工事協同組合並びに組合員の皆様方の益々のご発展とご多幸を祈念いたし

まして新年の挨拶とさせていただきます。

福岡市管工事協同組合顧問　
福岡市議会議員　大　森　一　馬

新年のご挨拶

福 管 協 機 関 誌
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あけましておめでとうございます。新春を迎えるにあたり、謹んで

ご挨拶を申し上げます。また、新年元日に発生しました「能登半島地震」

により被災された皆様ならびにそのご家族の皆様に、心よりお見舞い

申し上げます。

福岡市管工事協同組合の皆様におかれましては、日頃から本市水道事業の推進に格別のご理解と

ご協力を賜り、心から厚くお礼申し上げます。

昨年5月には、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが5類感染症に変更され、

「博多どんたく港まつり」や「博多祇園山笠」が4年ぶりに通常開催されるなど、福岡の街に笑顔が溢れ、

賑わいが戻る一年となりました。

また、福岡市の水道事業にとりましては、3月1日に「水道創設100周年」を迎え、節目の年と

なりました。

一方で、7月には線状降水帯が北部九州に発生し、記録的な大雨により、各地で河川の氾濫や

土石流などの大きな被害が発生するとともに、8月以降、九州北部の少雨傾向が続くなど、改めて、

気候変動リスクへの備えの重要性を再認識したところです。

さて、水道事業を取り巻く環境は、国際情勢の影響に伴う資源価格や資材価格の高騰や、次世代を

担う若手人材の不足など、依然として非常に厳しい状況にあります。さらに、令和6年度には「時間外

労働の上限規制」、いわゆる「2024年問題」とも言われる働き方改革の推進や、水道行政が厚生

労働省から国土交通省及び環境省へ移管されるなど、大きな変革期を迎えようとしております。

これらの様々な課題や変化に的確に対応し、将来にわたる安全で良質な水道水の安定供給という

使命を果たすべく、今後も老朽化した配水管の計画的な更新や耐震化など、「福岡市水道長期ビジョン

2028」に掲げる事業を着実に推進するとともに、再生可能エネルギー由来電力への転換等による

脱炭素社会の実現や、これまでの取組みに人工衛星画像やＩＯＴセンサ・ＡＩなどの新技術を掛け

合わせた、より効率的・効果的な漏水防止システムの構築を進めるなど、より一層の計画的かつ効率的な

事業運営に全力で取り組んでまいります。

引き続き、持続可能な水道事業の構築に向けて、より一層のご支援・ご協力を賜りますよう、よろしく

お願い申し上げます。

結びに、本年も福岡市管工事協同組合の皆様にとって、幸多い年となりますよう、心から祈念いたし

まして、新年のご挨拶とさせていただきます。

福岡市水道事業管理者　坂　本　秀　和

新年のご挨拶

福 管 協 機 関 誌
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新年あけましておめでとうございます。

また、1月1日に発生しました「令和6年能登半島地震」により被災

された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。福岡市管工事協同組合の

皆様方におかれましては、日頃から本市下水道事業の推進に多大な

ご支援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

下水道は、浸水対策やトイレの水洗化などを通じ、市民に安全で快適な生活環境を提供すると

ともに、海や河川などの公共用水域の水質保全に欠くことのできない重要な役割を担っております。

本市の令和4年度末の下水道人口普及率は99.7%に達し、これも長年にわたる皆様方のご尽力の

賜と心より感謝申し上げます。

近年、自然災害の激甚化・頻発化、地球温暖化の進行や物価の高騰など、社会は様々な課題に

直面しており、下水道にもこうした課題の解決に向けた積極的な取組みが求められています。

このような中、下水道サービスを安定的に継続するため、令和3年度から4年間を計画期間とする

「福岡市下水道経営計画2024」に基づき、改築更新を最重点事業として推進するとともに、浸水対策や

地震対策にも取り組んでいます。

また、ＳＤＧｓの理念を踏まえ、脱炭素・循環型社会への貢献など社会課題の解決にも積極的に

取り組んでおり、九州初となる市営地下鉄七隈線博多駅での下水熱利用や、下水汚泥から回収した

「再生リン」をＪＡグループと連携し肥料として還元するなど、下水道から生み出される様々な資源の

有効活用を進めています。

皆様方におかれましては、市民のニーズが多様化する中、第一線の現場で日 き々め細やかにご対応

いただいていることに敬意を表します。引き続き、皆様方と連携を密に図りながら、市民生活に欠く

ことのできない財産である下水道をしっかり守り抜き、「次世代に誇れるまち」へ、確実な積み重ねを

してまいる所存でございます。皆様方のより一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、福岡市管工事協同組合の皆様方の益々のご発展とご活躍を心からお祈りいたしまして、

新年の挨拶とさせていただきます。

福岡市道路下水道局長　天　本　俊　明

新年のご挨拶

福 管 協 機 関 誌
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新年あけましておめでとうございます。
皆様には、健やかに新春をお迎えのことと謹んでお慶び申し上げます。
昨年を振り返りますと、欧州に加えて中東でも戦火が激化し、国際社会は重苦しい
不安に覆われています。日々伝えられる戦禍は、遠く離れた日本にも衝撃を与え、平和に
対する考え方が揺さぶられ続ける1年だったと感じています。失われた命を悼み、人質
の安全を祈りながら、一刻も早く戦火が止まるよう願うばかりです。

一方、国内に目を転じますと、ご承知の通り、水道行政が本年4月に厚生労働省から国土交通省及び環境省へ移管
されます。上下水道が一体となる新体制に期待を膨らませつつ、全管連では昨年来、自民党水道事業促進議員連盟、公明党
上水道・簡易水道整備促進議員懇話会の先生方を中心に予算や人員の十分な確保など業界に配慮した支援を働きかけて
まいりました。
具体的には、水道事業が抱える老朽化や耐震化への対応、災害発生時における早急な復旧等の課題にしっかりと対応

するため、国土交通省のこれまでの予算に厚労省の水道予算を上乗せした形で必要・十分な予算を確保されること、また
我々管工事業者が存続し続け、災害時にも活躍できるよう平常時から管工事業者に対し適正利潤、適正工期に配慮した
工事が発注されることが必要であり、積算基準の充実、工事発注に係る関係者に対する指導のために国土交通省本省
並びに地方整備局等における組織、人員体制の強化などについて、繰り返し要望を伝えています。
円滑な業務の移管に向け、全管連では各省や関係団体とも情報共有を図りながら緊密に連携し、引き続き対応に

あたってまいります。
さらに今年は、建設業界にも時間外労働の上限規制が適用され、労働者不足が危ぶまれる「2024年問題」にも向き
合っていかねばなりません。
昨年、本会のブロック会議で各地に足を運んだ際にも、時間外労働への対応のほか、慢性的な人材不足や公共工事
設計労務単価の問題、適正な工期設定と利潤確保等、地域の管工事組合や会員企業で様々な課題が深刻化していることが
浮き彫りになりました。人材の中でも若年者不足が際立っていますが、取り組みは必ずしも成功しているとは言えない状況
で、人材確保難解決への道が険しいことをあらためて痛感した次第です。
言うまでもなく、技術者・技能者不足など、その人材確保と育成は建設産業における構造的な課題となっています。高齢者

の大量離職が見込まれる一方で、それを補うべき若年者の入職確保に苦労しており、持続可能性が危ぶまれる状況となって
います。
このことは、昨年の岸田総理や斉藤国土交通大臣との面会時にも本業界喫緊の課題として説明申し上げ、若年入職
促進のためには管工事業のイメージアップとともに週休二日の確保等働き方改革の浸透が不可欠とのご理解を求めた
ところです。
そうした中、昨年10月、次世代を担う中高生に管工事の魅力を伝える手段として、漫画「命の水物語」を刊行しました。
作品の根底にあるのは、管工事が、日々生活していくために最も基本的な水道というライフラインを支える大切な仕事
であることを知ってほしい、若い人達に誇りを持って積極的に業界に入ってきてほしいという強い思いです。
漫画はそう思っていただけるためのきっかけになればと、強い期待を寄せております。
若年者の入職と定着を促進するために、全管連では処遇改善や働き方改革に積極的に取り組み、若者が将来設計を

しっかりと持てる魅力ある業界となるよう今後も尽力してまいりますので、会員各位におかれましても、引き続きのご協力を
お願い申し上げる次第です。
さて、今年7月に開催する通常総会及び全国大会等は、中国ブロック島根県支部の松江管工事事業協同組合（理事長・
北野伸昭氏）に担当いただきます。松江組合においては、参加される方々を迎える準備を進めておりますので、全国から
会員各位の多数がご参加を賜りますようお願い申し上げます。
結びに、会員団体の一層のご発展と所属員各位の事業のご繁栄を祈念申し上げ、年頭の挨拶といたします。

全国管工事業協同組合連合会
会　長　　　藤　川　幸　造

水道行政移管の転換期を
さらなる成長に繋げよう

新年のご挨拶

福 管 協 機 関 誌
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あけましておめでとうございます。皆様には、健やかに新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。
1日16時10分、能登地方にM7.6の地震が発生し、甚大な被害が発生しています。

被災された皆様には心からのお見舞いと、一日も早い日常への復帰を願うばかりです。全管連、東京
事務局では、2日から職員が現地と連絡を取りながら、日水協との協議を続けています。
6日に被災県からの災害支援の要請があり、給水管の復旧に向けて動き出しました。福岡への、直接の支援
の要請はないとは思いますが、それでも対応できる体制は取れています。本日の賀詞交歓会は、組合の年中
行事の大切な一つであり、実施することに致しました。よろしくお願いいたします。
公務ご多忙のなか、福岡市副市長光山様をはじめ、市議会議員の先生方、関係各局の皆様のご臨席を

賜り誠に有難うございます。ご来賓の皆様には、平素より、ご支援、ご厚情を賜り厚く御礼を申しあげます。また
日頃、資機材のお取引をいただいております賛助会員の皆様にも多数のご出席をいただき心より御礼を
申し上げます。
今年は、2024年問題がどのように影響してくるのか非常に気になるところです。時間外労働の上限規制が

実施されると、物流、運送、建設、医療業界に大きな影響を及ぼすことが考えられます。
当然、一般消費者への影響もでてきます。宅配における配送料の値上げ、当日、翌日の荷受けが出来なくなる
などのサービスの低下、日用品、生鮮食品の価格の高騰などが、当然考えられます。
建設業界では、日常的に長時間労働を強いられ、週休2日を実施できていないのが現状で、若年層から

就職先として敬遠されています。週休2日制を実現し、若年層に魅力的な職業であると示す取り組みが進められ
ています。4月からは、時間外労働の上限規制が実施されることになりますが、人手不足やコストの増大への
対策が、急務となってきます。
ライフラインの要である水道については、市民生活の維持に必要不可欠な水を供給することは、組合の
務めであると認識しています。組合の地位向上のためにも、組合員一丸となって対応する体制を整え、地域から
信頼される組合を目指しております。これからも、市民生活に貢献できる組合組織の強化、また、その役割を
果たし続けるための経営の安定化にむけ、取り組んでいきたいと考えております。
業界を取り巻く環境は、依然として厳しく予断を許さない状況にありますが、2024年の辰年は、龍が天に

昇るように力強く新しいことに挑戦する年にしたいと思います。消費が喚起され、国内景気が活発化し、
経済の好循環が生まれる明るい年になりますことを祈念し、本日、ご列席の皆様方のご健勝、ご多幸を心から
お祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。本日は、誠におめでとうございます。

日時　令和6年1月11日（木）午後6時
場所　ソラリア西鉄ホテル 

藤理事長挨拶

令和6年 新年賀詞交歓会盛会裡に開催

福 管 協 機 関 誌
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挨拶  光山副市長

乾杯音頭  坂本水道事業管理者

会場の様子

会場の様子

万歳三唱  天本道路下水道局長

福 管 協 機 関 誌
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第5回 定例理事会報告
 日　　　時　：　令和5年12月8日（金）午後6時30分

 場　　　所　：　蔵元　中洲店   福岡市博多区中洲2丁目30番8号

 出　席　者　：　藤、松尾、阿部、岩下、山下、石井、松本、髙田、八木、宮嵜、小金丸、江頭

 定刻に至り、事務局より本日の出欠状況を報告、藤理事長、挨拶後議長に就任し議案の審議に入った。

【協議事項】
第1号議案　中間決算に関する件
岩下総務部長理事－10月23日に津山税理士より実施された中間決算の精査結果を報告。
 引き続き、内容について説明、諮る。
藤理事長－協議の結果、説明通りで出席理事全員の承認を得た。 

[報告事項]
1.アイスピグ落札の件  
事務局－令和5年度工業用配水管特殊洗管（アイスピグ管内洗浄）業務委託契約を交わした旨報告。（出席理事全員了承）

2.寒波による緊急時の協力依頼について
事務局－福岡市水道局から10月12日付で寒波等による水道管や水道メーターの凍結及び破裂
 事故の発生時に修理等の迅速な対応の協力依頼があった。組合員の協力のもと災害時（寒波）に
 おける組織・動員体制を整え対応する。
 尚、組合員70社140台の駐車許可申請があった旨報告。（出席理事全員了承）
  
3.令和6年度資材見積提出について 
事務局－令和6年度資材見積を取引メーカー及び商社（計28社）に依頼する旨報告。
 （出席理事全員了承）

4.緊急連絡指令模擬訓練について
事務局－平成17年3月に福岡市水道局と締結した「災害時における水道の応急対策に関する協定書」に基づき、
 令和5年12月20・21日に緊急連絡・指令模擬訓練を福管協理事12名、メンテナンス登録業者13社、
 資機材メーカー・商社25社（水道施設等の応急復旧に要する資材の供給協力協定締結会社）参加のもと
 実施する旨、報告。（出席理事全員了承）

5.職員の賞与について 
岩下総務部長理事－12月8日に支給する旨、報告。（出席理事全員了承）

引き続き、組合のうごき、今後の予定を説明。
本日の全ての案件を終了した。時に午後7時00分。

福 管 協 機 関 誌
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第6回　定例理事会報告
 日　　　時　：　令和6年1月11日（木）午後4時30分より

 場　　　所　：　ソラリア西鉄ホテル8階

 出　席　者　：　藤、松尾、阿部、岩下、山下、石井、松本、髙田、八木、宮嵜、小金丸、江頭

 定刻に至り、事務局より本日の出欠状況を報告、藤理事長、挨拶後議長に就任し議案の審議に入った。

【協議事項】
第1号議案　新年賀詞交歓会に関する件
事務局－ 本日開催の新年賀詞交歓会の進行及び出席状況を説明、諮る。
藤理事長－ 協議の結果、説明通りで出席理事全員の承認を得た。 

第2号議案　令和7年度新年賀詞交歓会開催日に関する件
事務局－ 令和7年度の賀詞交歓会を1月9日（木）ソラリア西鉄ホテルで開催する旨説明、諮る。
藤理事長－ 協議の結果、説明通りで出席理事全員の承認を得た。 

[報告事項]
1.令和6年度穿孔工事施工業者公募について
事務局－ 令和6年度穿孔工事施工業者公募をする旨報告。
 （出席理事全員了承）

2.令和6年度漏水発生給水管修理単価契約請負工事業者公募について 
事務局－ 令和6年度漏水発生給水管修理単価契約請負工事業者公募をする旨報告。
 （出席理事全員了承）
  
3.令和6年度給排水メンテナンスセンター施工業者公募について
事務局－ 令和6年度給排水メンテナンスセンター施工業者公募をする旨報告。
 （出席理事全員了承）

4.令和6年能登半島地震について 
藤理事長－ 令和6年能登半島地震に対する義援金129万円（組合員1社1万円）を福岡市に寄付する旨提案。
 （出席理事全員了承）

本日の全ての案件を終了した。時に午後5時00分。

福 管 協 機 関 誌

11

第504号



    

                          

 

  

   

 

                                  

                           

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  ( ) ( )  

 

   

 

 

   : : : :  

 
 

 

  
 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

福 管 協 機 関 誌

12

官庁だより
No.Ⅰ

第504号



 

 

 
 

                

          

  

2.4 3.0  

 

            

  

 

 

 

 
 

 docx Word  

 

       

PDF           

          

PDF  

 

jpg jpeg  

 
        

           

 

 

 

 
 

 

  

  

    

福 管 協 機 関 誌

13

第504号



謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

最初に、令和6年1月1日に「能登半島地震」で犠牲となられた方々のご冥福をお祈りすると

ともに、被災された方々やそのご家族に対して心からお見舞い申し上げます。

昨年は約3年続いた新型コロナウイルス感染症が5類へと移行し、中止となっていた様々な活動

の再開やマスクの着用のない環境での生活など、コロナ前の日常が戻ったことを実感できた1年

だったと思われます。

私達、青年部もまた、そういった環境の中で活動ができる素晴らしさ、嬉しさを噛み締めて活動を

させていただき、そしてその一環としての活動の中、献血活動にて、福岡県知事より福岡市管工事

協同組合へ感謝状を受賞させていただくことができました。

これは今までの先輩方の地道な努力、組合会員の皆様、賛助会員の皆様のご協力が全て重なって

生まれた受賞であると青年部会員一同、心底感じている所存でございます。

また、世界に目を向けてみると今年は2024年パリオリンピックが開催されます。

大舞台で活躍する選手達を見て、我 も々勇気、希望、情熱、諦めない心というものを感じとれるの

ではないかそしてその気持ちこそが管工事業界の発展に繋がっていくと私は感じております。

そこにはやはり、次世代の存在が不可欠となってくるでしょう。

そこで私たち青年部の今後の活動方針の一つとして、子供達が管工事業界へ関心を持ってくれる

様な環境作り、イベント作りを模索し、実行に移せるよう尽力している次第でございます。

私たち、青年部が福岡市管工事協同組合の為に何ができ何をすべきかを、一同真剣に考えて

おり、それと同時に管工事業界を盛り上げていきたいと意思疎通しております。

その為にも管工事組合、業界発展の為、また次世代が加入したくなるような青年部会を目指して

精進してまいりますので何卒よろしくお願い申し上げます。

最後になりますが会員の皆様の御多幸と御健勝をお祈り申し上げると共に、本年が皆様にとって

素晴らしい1年になる事を祈念いたしまして年頭の挨拶に代えさせて頂きます。

新年のご挨拶

福岡市管工事協同組合青年部会
会 長　藤　岡　昭　太

福 管 協 機 関 誌
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令和5年度  後期技能検定配管実技試験
　令和５年度建築配管技能検定実技試験が福岡人材開発センター（福岡市東区千早）で12月19、

20日に実施され翌日の21日に採点が行われ、当組合青年部会研修企画委員会及び組合職員で、

今回も試験会場の準備、試験用材料の手配、作品の採点等の補佐を担当した。

また、飯塚会場（ポリテクセンター飯塚）は12月16日、北九州会場（福岡職業能力開発促進センター）

は1月20日、久留米会場（久留米人材開発センター）は1月23日の実施。

 開催日時　：　令和5年12月4日（月）午前10時

 場　　所　：　福岡リーセントホテル

 次　　第　：　（1）福岡県職業能力開発協会挨拶

  （2）技能検定事務手引き説明

  （3）実技試験採点マニュアル説明

　後期技能検定実技試験（建築配管）が福岡、久留米、北九州、飯塚の4会場で実施するにあた

り水準会議が開催された。

先ず、各団体から推薦を受け、福管連から選出した技能検定委員として松本勝海、松本篤史委員

（福岡）、中野、𠮷原委員（久留米）、三小田、入船委員（北九州）以上6名が福岡県知事から委嘱

状を受けた。

令和5年度  後期
技能検定試験水準調整会議開催

採点の様子 水圧による漏水検査

福 管 協 機 関 誌
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あ た ま の 体 操あ た ま の 体 操第27回

① この立体の体積は何㎤ですか。

② この立体の表面積は何㎠ですか。

10cm
10cm

cm

7cm
7cm10cm

【問1】 1辺の長さが10ｃｍの立方体があります。下の図のように、立方体の正面から
 反対側の面までまっすぐに円柱をくりぬきました。このとき、次の問いに答えなさい。
 ただし、円柱の底面の半径は3㎝、円周率は3.14とします。

【問2】 図のように１辺10㎝の立方体から底面が1辺７㎝の正方形、高さ　　 ㎝の直方体
 をくりぬいてできる立体の表面積は754㎠です。
 　　 にあてはまる数を求めなさい。

福 管 協 機 関 誌
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「せせらぎ」10.11月号【解答】

 【問1】　736㎤ 

 【問2】　①340㎠　　②392㎤ 

●前号の当選者には賞品（QUOカード券）を
　発送しております。
　ご応募ありがとうございました。

【応募方法】
答え、事業所名、氏名、連絡先を明記の上、ＦＡＸにてご応募下さい。正解者の中から抽選で5名様に
ＱＵＯカード券2,000円をプレゼントします。解答は、次号「せせらぎ｣2.3月号に掲載します｡
尚､当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。

締切：令和6年2月16日（金）　　ＦＡＸ.092-522-5287

事業所名：

氏　名　：

所在地　：〒

連絡先　：　　　　　　　 　（　　　　 　）

回　答　欄

【問1】  ①（　　　　　　　）㎤　　②（　　　　　　　）㎠

【問2】  （　　　　　　　）cm

～個人情報の取扱いについて～
ご記入いただいた個人情報は、ご応募いただいた
プレゼントの抽選・発送のために利用します。
他の目的に利用することはございません。
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組　 合　 通　 信
5－24号 12月13日 令和6年年末における道路舗装状況に関して

組 合 の う ご き
12月 1日 福岡県消防設備安全協会臨時評議員会が福岡商工会議所で開催され松尾副理事長が出席した。

12月 4日 福岡県職業能力開発協会技能検定実技試験水準調整会議が福岡リーセントホテルで開催され

 松本上水道部長理事が出席した。

12月 8日 定例理事会が開催された。

12月13日 広報・企画・情報委員会が開催された。

12月14日 全管連正副会長、ブロック長、部長会が東京で開催され藤理事長が出席した。

12月17日 令和5年度技能検定実技試験採点がポリテクセンタ－飯塚で行われ松本上水道部長理事(技能検定員）が

 出席した。

12月19～21日 令和5年度技能検定実技試験が福岡人材開発センタ－で行われ松本上水道部長理事(技能検定員）が

 出席した。

12月21日 津山税理士による会計精査

12月29日 仕事納め

 1月 9日 仕事始め

本年も「せせらぎ」をご愛読いただきますようお願い申し上げます。

編集人：広報・企画・情報委員会
委員長 藤岡　昭太 理　事 岩下　達也
副委員長 石田　大輔 理　事 山下　裕美
委　員 安藤　浩純 理　事 石井　純友
委　員 大久保秀則 事務局 江頭　孝一
委　員 高野　　学 事務局 松本　　悟
委　員 野﨑　　寛 事務局 竹浦　　諒
委　員 八木　龍治 事務局 原　亜由美
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